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九
月
二
十
七
日
（
日
）
大
間
町

に
お
い
て
、
第
二
十
四
回
は
ま
な

す
駅
伝
競
走
大
会
（
一
般
・
高
校

の
部
、
中
学
生
の
部
、
小
学
生
の

部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
健
全
育

成
及
び
交
通
安
全
等
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
本
村
教
育
委
員
会
及
び

陸
上
競
技
協
会
も
協
賛
団
体
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

監
督

工く

藤ど
う

秀
吾
し
ゅ
う
ご（
陸
上
部
顧
問
）

一
区

三
三

吉よ
し

田だ

拓た
く

海み
（
二
年
）

十
一
分
三
十
九
秒

区
間
賞

二
区

一
六

碇
谷
い
か
り
や

春か
す

実み
（
二
年
）

六
分
三
十
三
秒

区
間
二
位

三
区

三

七

大お
お

野の

博ひ
ろ

明あ
き（
一
年
）

十
二
分
二
十
八
秒

区
間
三
位

四
区

一
三

宮み
や

野の

真ま

貴き
（
一
年
）

四
分
四
十
五
秒

区
間
賞

五
区

三
七

酒さ
か

井い

保や
す

彰あ
き（
二
年
）

十
三
分
四
十
三
秒

区
間
二
位

六
区

三
六

古ふ
る

谷や

喜よ
し

希き
（
二
年
）

十
三
分
二
十
五
秒

区
間
三
位

控
え

小こ

山や
ま

翔
太

し
ょ
う
た（

二
年
）

廣ひ
ろ

谷や

美み

喜き
（
二
年
）

九
月
二
十
七
日
（
日
）
蛇
浦
公
民
館
に

お
い
て
、
風
間
浦
村
連
合

会
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
駒こ
ま

嶺み
ね

祐ま
さ

大ひ
ろ

会
長
が
挨

拶
し
、
横
浜
村
長
か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。次

に
、
冨
岡
宏
さ
ん
、
大
見
元
美
さ
ん
、

佐
賀
明
子
さ
ん
に
、
長
年
の
功
労
に
対
し

て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
同
志
社
中
学
校
と
の

交
流
を
と
お
し
て

と
題
し
、
風
間
浦
村

教
育
委
員
会
教
育
長
の
越
膳
泰
彦
氏
か

ら
、
新
島
襄
（
同
志
社
大
学
の
前
身
と
な

る
同
志
社
英
学
校
の
創
立
者
）に
つ
い
て
、

そ
の
生
涯
、
風
間
浦
村
と
の
つ
な
が
り
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク（
少

年
よ
、
大
志
を
い
だ
け

の
文
言
が
有
名
）

や
井
上
靖
、
水
上
勉
と
の
関
係
な
ど
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
本
聡
氏
（
村
教
育
委
員
会

主
幹
）
よ
り
、
自
身
が
参
加
し
た
昨
年
度

の
同
志
社
中
学
校
と
の
交
流
会
の
写
真
や

映
像
を
見
な
が
ら
、
交
流
会
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
冨と

み

岡お
か

優ゆ
う

斗と

君
（
風
間
浦
中
学

校
三
年
）
と
冨と

み

岡お
か

七な
な

海み

さ
ん
（
同
）
が
、

昨
年
度
、
同
志
社
中
学
校
と
の
交
流
会
に

参
加
し
た
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

研
修
会
が
終
了
し
た
後
は
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、会
員
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
風
間
浦
中
学
校
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
全
長
十
六

五
七

を
一
時

間
二
十
二
分
の
タ
イ
ム
で
走
破
し
、
中
学

生
の
部
（
七
チ
ー
ム
参
加
）
に
お
い
て
二

年
連
続
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
田
拓
海
君
と
宮
野
真
貴
さ
ん

が
区
間
賞
（
一
位
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

以
下
、
今
年
度
の
出
場
選
手
と
成
績
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

酒井保彰選手から古谷喜希選手へ
タスキの受け渡し

優勝した風間浦中学校チームのみなさん

講演する越膳教育長

体験発表した冨岡優斗くん（右）と冨岡七海さん


